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に定冠調による名詞の限定化が行なわれてL、く。 r愛情J， r現在J， r家J， r冬J， 




























ど乙ろのない存在となってしまうからである。 r彼」は， r愛情J， r現在J， r逃れ行
く場所の魅力J， r停止状態の超人的な歓喜J， r未来J， r力J， r愛J， r再び発明



















































































接続調etによる 2要素の等置である。とうして第1詩節では r愛情Jと「現在J， r飲
物Jと「食べ物J， r愛情jと「未来J， r力」と「愛J， r狂熱」と「倦怠」といった
2要素が次々と等置されてゆくのである。乙の詩においては，多くは単純な並置によって
いるが，なかには語の位置ずらしゃ品調交換などの操作が行なわれている場合もある。例






るのである。第 1詩節では， ~ 1 est l'affection…〉という表現と， ~lui qui…〉
37 
という言い方が2回使われているし，人称代名調の nousも， ~nous … nous~ という
形で 2 度使用されている。また第 2 詩節の終りの部分で ~lui，lui…〉が出てくるし，
第 3 詩節では ~sonne，… sonne ~と動詞の繰り返しが見られるのである。第 8 詩節
の冒頭においても ~Sa 刊e， sa刊 e!~という反復が行なわれており，第11詩節と第
12詩節には， ~plus … que …〉という比較文が呼応するかのように用いられている。











1 est l'affection et le present puisqu'il a fait la maison ouverte a l'hiver 
ecumeux et a larumeur de 1モte，lui qui a purifie les boissons et les aliments， 
lui qui est le charme des lieux fuyants et le delice surhumain des stations. 
乙乙でまず注目すべきは，同一音が文の内部iζ蔽入されているという乙とである。
~ L' AFFEction ~と ~iL A FAIt~， ~ouVERte ~と~l'hiVER~，
~écuMEUx~ と ~ruMEUr~， ~DES LIeux ~と ~DELIce ~という具合に，
大文字で示した部分の音がそれぞれ照応しているのが分る。さらには，同一音ではなくと
も，類似母音の反復，すなわち半譜音(アソナンス)による詩句の構築も顕著に見られる。
引用文において鼻母音の反復を例に取ってみると， ~l'affectiON~ ， ~présENt~， 












~l'affeCtion~， ~puisQu'il ~の[1ç] . ~Présent~， ~Puisqu'il ~の [pJ.




にも，同一音が作り出す音響効果が感知される。つまり.~ n EST L' Affection， ET 
L'Avenir， LA force ET L'Amour…〉において. [e-la]という音の反復が旋律を生
み出しているような印象を受けるのである。あるいはまた同一文中で. ~l'amOUr que 
nOUs， debOUt…〉 という風に[u]の母音が重ねられているし，後半においては，
~Passer~， ~temPête~， ~draPeaux ~の [p] の子音による畳韻法が見られる。
第2詩節の第 1文においても. ~l'aMour ， Mesure …〉や~Machine aiMee ~に
おいて[m] の子音が，また~parfaiTE ET REinvenTEe， RAIson…〉では [te]， 
[re]の音が繰り返されており. ~l'éTer凶Té~， ~qualiTés faTales ~では [t] の子
音による畳韻法が用いられている。また同詩節第2文の後半部分においても，鼻母音によ
る半譜音，あるいは(i]の母音の寄せ集めが顕著に認められる。
。jouIssANcede notre sANte， elAN de nos facultes， affectION egolste et 
passlON pour lul， lul qul nous aime pour sa vle INfInle… 
第3詩節においては， [s]の子音による畳韻法を用いた詩句の構築は否めない事実であろ
つ。
Et Si l' AdoraTlon S'en va， Sonne， Sa promeSSe Sonne: ~ Arriere Ces 
SuperStiTlons， Ces anCiens corps， Ces menages et Ces ages. C'est Cette 
epoque-Ci qui a Sombre! ~ 
39 
乙のように乙乙では， [s]音はなんと19回繰り返されているのである。また上の引用で，
~ménAGES~ と ~AGES~ が照応している乙とも明らかである。前に指摘した第
4詩節で使われている乙の詩唯一の不定冠調 unも，こうした観点から見ると，唐突に使
われているわけではなし音の面での必要性によって選ばれたのではなかろうか。なぜな
ら， ~ D'UN ciel ~と ~ reDEMption ~との間で，半譜音と畳韻法による音の照応
が見られるからである。




頭には~brisement de la gLace ~という表現が浮かんだのではなかろうか。その音の
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